
年金アドバイザー３級試験は
社労士合格を目指す方の必須アイテムです！

例）第46回（平成26年）試験 国民年金法：問5のＡを見てください。

答え ×

最近の社労士試験は、全体的に事例問題が増える傾向です。丸暗記で対応することが難しい思考力を問う
問題に手を焼く場面が増えています。平成26年の社労士試験の国民年金法は特に事例問題が多かったた
め、苦戦した受験生が多かったように思いますが、年金アドバイザーの学習をしていれば、180度違う結果に
なったと断言できます。

昭和29年4月1日生まれの方が60歳に到達するタイミングは、誕生日の前日である平成26年3月31日で
す。平成26年3月31日が資格喪失日となるため、資格喪失月（3月）の前月である平成26年2月まで被保
険者期間に算入されることとなり、誤りの選択肢になります。具体的な事例の中で、被保険者期間を数える
学習は、年金アドバイザー学習の定番です。事例を用いた訓練なくして得点が難しいのは明白ですね。

The 3rd class of a pension adviser

「昭和29年4月1日生まれの第1号被保険者は、平成26年に60歳に達するが、その際、
引き続いて任意加入被保険者又は第2号被保険者とならない場合、平成26年3月まで
が被保険者期間に算入される。【国年法H26問5A】」

また、平成26年の国民年金法の問9では、「現在」を平成26年4月11日に
設定したうえ、全ての選択肢が事例問題でした。

昭和29年4月1日生まれ

第1号被保険者

60歳到達
平成26年3月31日（誕生日前日）

被保険者期間は平成26年2月まで

平成26年4月1日
（60歳誕生日）

答え ○

「第1号被保険者であった50歳の時に初診日がある傷病を継続して治療している現在
66歳の者は、初診日から1年6か月を経過した日の障害状態が障害等級第1級又は2
級に該当し、かつ、初診日の前日において保険料納付要件を満たしていれば、国民年金
法第30条の規定による障害基礎年金を請求することができる。【国年法H26問9A】」

なぜか？
年金アドバイザー3級の学習
内容が、近年の社労士試験で
たくさん出題されています。

テキストにマーカーを引く学習は古いです！
事例をふんだんに使った年金アドバイザー
合格講座の学習が、社労士試験対策に必須
なのです！事例を通じて、年金学習の楽しさ
を感じ、真の年金力をゲットしたとき、合格の
扉が開かれます！

新・試験方式！
CBT年金アドバイザー3級がLEC本校で受験できます

CBT 方式試験とは、PC 設置会場（テストセンター）でコンピューターを利用して実施する試験です。
新型コロナウイルス感染症拡大により、話題となったCBT 受験ですが、「年金アドバイザー 3 級試
験」においても実施され、全国のLEC 本校（※）でも受験が可能です。

※水道橋本校/中野本校/大宮本校/千葉本校/梅田駅前本校/京都駅前本校/神戸本校/札幌本校/
静岡本校/那覇本校

参考）https://cbt-s.com/testcenter/

合否がその場でわかる 受験日・時間が選べる いつもの教室で本試験


